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浮遊性有孔虫の異常殻形成に関する研究
A study of irregular shaped tests formation of planktonic foraminifera
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浮遊性有孔虫は、石灰質の殻を形成する単細胞の原生生物であり、有用な示準化石であるだけでなく、その殻の酸素
安定同位体比や微量元素比は、古海洋環境を推定する指標として広く利用されてきた。有孔虫の殻は、一般に、複数の
チャンバーに分かれており、初期に形成した殻を中心として、螺旋状にひとつずつ形成する。過去の研究では、しばし
ば有孔虫をバッチやフロー環境で飼育し、微量元素や同位体組成といった化学指標と環境因子の対応関係が調べられて
きた。一方で、殻形成に関わる元素の移動や、トリガーとなる因子については不明な点が多く残されている。たとえば、
飼育下では、天然では見られない異常な形状の殻が形成することがある。異常な殻形成のメカニズムを理解することは、
逆説的に、有孔虫の正常な殻形成のプロセスの理解を促すと期待される。
そこで、本研究では、有孔虫の殻形成を観察する目的で、相模湾で採集した 2種類の浮遊性有孔虫（Globigerina bulloides,

Globigerinoides ruber）を温度管理下で飼育した。飼育温度は、19℃から 2℃ずつ変化させて、25℃までの 4段階とし
た。殻の形成時期を特定するため、カルシウム同位体試薬を随時添加し、マーキングを行った。また、別の個体に対し
て、海水のカルシウム濃度を 10%変化させた場合についても観察を行った。添加したカルシウム試薬は pHを調整して
おり、カルシウム濃度の増加による pHの変化はないものとする。
この結果、19℃、21℃、23℃で飼育された10個のG. ruberのうち、3個体が新たに正常な殻を形成した。一方、G. bulloides

は 7個体中 5個体が殻を形成し、このうち、外洋での採集後、2週間以上生存していた 3個体に、異常な殻形成が認めら
れた。異常な殻が形成した時点の水温は、21℃と 25℃であり、殻形成と温度の間に直接的な関係はない。考えられる
因子は溶存酸素濃度、または溶存有機物濃度の変化である。有孔虫は殻を形成する際、POMと呼ばれる有機物膜を形成
することが知られている。石灰化母液中の有機物濃度が変化すると、POMの正常な形成が妨げられ、異常な殻形成につ
ながる可能性がある。
また、飼育海水のカルシウム濃度を変化させた場合については、12時間以内に棘状突起を落とす現象が認められた。

棘上突起はバッチの底に落ちていたことから、溶解ではなく、有孔虫本体から離脱したものである。カルシウムは、殻
形成だけでなくさまざまな生体反応に利用される元素であることから、カルシウム濃度の急激な上昇が、有孔虫の生体
機能に異常をもたらした可能性がある。
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